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Paul Victor Febvre）や M.ブロック（Marc Léopold Benjamin Bloch）などから始まる第一次
世界大戦後の社会史の潮流であり，そこでは，それまでの国民国家の政治史研究中心の歴
史学で等閑視されてきた人間社会の諸領域に光を当てる試みがなされるようになった。次

























































































うか。2009 年告示の学習指導要領における地理歴史科「世界史 A」および「世界史 B」
の共通した目標は「歴史的思考力を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自
覚と資質を養う」ことである。これは，1989 年告示の学習指導要領で地理歴史科が新設
























































































































































































































































まり，政府がこれを力でおさえようとすると，1848 年 2 月，パリで革命がおこった。国王ルイ＝フィリップは亡
命し，共和政の臨時政府が樹立された（第二共和政）。これが二月革命である。
臨時政府には社会主義者ルイ＝ブランや労働者の代表らも加えられたが，有産層や農民は急進的な政策を望まず，
男性普通選挙による 1848 年 4 月の選挙で社会主義者は大敗して，既存の社会秩序維持を掲げる穏健共和派の政府
が成立した。これに反発したパリの労働者は六月蜂起をおこしたが鎮圧された。1848 年 12 月の大統領選挙では，
ナポレオン１世の甥にあたるルイ＝ナポレオンが当選した。彼は 51 年にクーデターをおこして独裁権をにぎり，
良く 52年の国民投票で皇帝となって，ナポレオン3世と称した（第二帝政）。

























































































自己のネイションに対して意識的に非好意的，② 1957 年以降（55 年体制の確立以降）の
教科書は，敗戦前後にわたる主権の継続性の主張，戦時中の軍部と国民の断絶を表現する
記述の排除などを通した国民の一体性の強調，琉球の領有などについての現在の国境線の






















































































































































(Multi-cultural History) (Trans-national History) (Supra-national History)































































































































































また，図２－３は，乗田政長が A.G.フランク（Andre Gunder Frank），アブー・ルゴド，
山下範久，ウォーラーステインらのシステム論に依拠して構想した世界史内容編成概略図







































L.S.スタブリアーノス（Leften Stavros Stavrianos）86)は『グローバルヒストリー（A Global











































































































































































































本章では，ニューヨーク州の高等学校社会科の第 9 ～ 10 学年で 1987 年から 1996 年ま
で実施された「グローバル・スタディーズ（Global Studies；New York 州のカリキュラム
であることも含意して GSNY と示す）」をとりあげ，多文化史型グローバルヒストリー教
育の事例として検討する。GSNY が登場する 1987 年のニューヨーク州社会科カリキュラ
ム改訂の際の最大の優先課題は，児童生徒の文化的背景の多様化に対する対応であった。
ニューヨーク州の公立学校では，マイノリティの児童生徒数が増加し，ニューヨーク州全
体では 3 割強，ニューヨーク市のみで見ると 8 割以上がマイノリティ出身となり，児童生
徒の多様性に対応したカリキュラムの在り方が求められていた 99)。そのような状況下で誕
生した 1987 年のニューヨーク州社会科カリキュラムは多文化的要素が強く，アーサー・
シュレジンガー・ジュニア（Arthur Meier Schlesinger, Jr.）らの批判により，合衆国に多文
化主義論争を巻き起こした 100)。GSNY はこのカリキュラムの一部であるが，日本では未
だ十分な分析がなされていない 101)。
ただし，この GSNY は，1987 年改定以前の第 9 学年「アジア・アフリカ学習（Asian and





表３－１ 103)は，GSNY の内容構成である。GSNY では，まず，導入ユニットにおいて，
地球の大陸や海洋といった地形の概念と地図の見方（「Ⅰ地球環境」），世界について考え
るため枠組みとしての地域概念（「Ⅱ地域」），文化の意味・要素・伝播についての概念（「Ⅲ

















































































































































倒幕」「２ 1912 年までの変化」「３ 西欧列強の脅威」といった三つの小項目から構成さ



























































ンが，全米学校歴史センター（NCHS；National Center for History in the Schools）と協力し
ながら，全米の中等学校や大学の教員などと共同開発している世界史カリキュラム「ワー
ルドヒストリー・フォー・アス・オール・プロジェクト（World History for Us All model
curriculum project；WHFUA と示す)」をとりあげ，検討する。この WHFUAでは，そのカ
リキュラムの構成方法自体が国民国家や文明・文化・民族等の枠組みに囚われず，また時
間的空間的に柔軟な構造を有しているからである。





































貫く「三つの本質的な問い(Three Essential Questions)」として「人と環境(Humans and the














また，WHFUA には「七つのキーテーマ（Seven Key Themes）」も設定されている 121)。
これは，「三つの本質的な問い」に関連づけられ，内包されるもので，「1 人口のパターン」
























































































ために，19 ～ 20 世紀のエジプトと日本について，生徒に情報を提供し，それぞれの地域で古くから保たれて
きたアイデンティティの概略と，西洋との接触の前・後で変化したと考えられる新しいアイデンティティをベ
ン図を用いて説明する。

































課 アクティビティほか 資料 生徒の認識
Ｌ 《概要》ナショナリズムは 18･19 世紀の大西洋革命によって出現した新しいイデオロギーであり，急速に
ｅ 世界各地に広がった。19 世紀以前は，人々は，地域，地方，宗教的共同体，そして王朝に忠誠心を持っ
ｓ ていた。ナショナリズムはそういった王朝や宗教への忠誠心に代わるものではなかったが，そういった
ｓ ものから発達し，19 世紀を通じて成長し続けた。Lessen1 では，ナショナリズムの概念を理解するため

































５．資料 1.2（「ナショナリズムの事例か否か」）の 1.2 資料 1.2 は，①英国の女性参政権運動，②ボ

























１．３～４のグループに分かれ，第１次資料と第 2.1 資料 2.1 は，オスマン帝国に関わる資料とし











































































































１．クラスの半分を日本，半分をエジプトのグル 4.1 資料 4.1 は，日本の明治維新前後の出来事を
ープに分け，それぞれ資料 4.1（「日本における 4.2 紹介したものである。



















































分析対象とする授業の実践者であるコーエン氏（Ms. Sharon Cohen）は，2003 年より








ズムと宗教，1850-1914（New Identities: Nationalism and Religion 1850-1914CE）」125)の Lesson4
（表４－１，表４－２，資料４－１参照）を分析対象とする。



















(3)授業展開記録（第 12学年，生徒数 29 人）







































































































































































































































一方，エジプトと日本の 19 世紀の近代化に伴う歴史的情報については，１時間目②と 2
時間目⑥で教示されるのみである。⑥のビデオは明治期の日本の農民たちの様子を伝える
もので，やや詳しかったが，少なくとも，これらの情報のみで③や⑦⑨の作業を行うには











































































































界史の単位と認める決定を下したこともあり，2014 年の秋には 2500 校あまりの高等学校





の歴史を扱っている第 6 章から第 9 章までは，「初期の人類（第 6章）」，「農業と文明（第 7

























































































































































































































































































BHP の歴史学習としての論理を具体的に考察するため，「第 9 章 飛躍」の単元「9.5 ど
のようにして現代世界が創られたか？～現代国家とアイデンティティ」の授業展開を表５
－３に示した。








では，生徒は自らを ィと彼ら自身がそれをどのように定義しているかを問う。「はい」 Periodizing Big
個性付け定義してい か「いいえ」の質問をし，「はい」であれば挙手させる。それぞれ History































このアクテビティ 生徒たちに，ナショナリズムは 18 ～ 19 世紀の大西洋革命によ ②:アクテビティ
の中で，生徒は大西 って現れ，その後世界中に急速に広がったこと，19 世紀以前は， Forming the
洋革命以来のナショ 人々は自分たちの地方，地域，宗教的コミュニティに忠誠してい Concept of
ナリズムの考え方を たこと，19 世紀を通じて，人々はそれ以前にはなかったほど自分 Nationalism


































ス交易」の時代は， 大西洋革命は，ロックのような哲学者たちがが自然権につい You Say You
世界市場と交換や貿 て考え始めた啓蒙の時代の頃に始まった。これは国民や個人の Want a Revolution:
易の仕組みを変える 権利を回復する一連の革命の始まりであった。 Change on Both
ことはなかったが， ②鍵概念－事実上の Sides of the
人権のあり方を変え 作業プリントの２回目の精読によって生徒は次のような集積 Atlantic
た。大西洋革命は諸 的学習についての質問に答える。 ④:作業プリント
権利を守ろうとする 1)啓蒙思想家の言う自然権とは何か。 Three Close Reads
人々の苦労の結果で 2)ジョン・ロックは人権が守れない政府はどうなるべきだと言
ある。世界における ったか。






















ることは，我々が今 ビデオで，ジョン・グリーンは 19世紀の帝国主義を議論する。 Crash Course
日の世界を見る視点 ヨーロッパの人々は 16 世紀に植民地帝国を作り始めたが，これ World History:










ぶことは生徒がその 06:21 19 世紀にヨーロッパ人がアフリカのほとんどすべてを植
起源について理解す 民地にできた理由は何か。




















産業革命を含む様々 1850 年から 1914 年の期間は帝国主義の時代と言われ，帝国や Imperialism and
な要因によってもた 植民国が世界の重要な地位を占めるようになった時代だった。 Resistance Shape
らされた。そして， 経済と政治の変化は，この時代の植民地化を促進した。帝国主 a Modern World:
もっと重要なのは， 義の遺産は今日の世界の多くの地域で依然として見ることがで 1850–1914
今日の社会への帝国 きる。 ④:作業プリント





























元を通して学んだ人 帝国主義の時代には，人々の国が引き継がれただけでなく，人々 and Resistance
権と抵抗に関連した の生活が大きく変わった。人々は奴隷制を強要され，彼らの文化 Timeline
主な出来事を年表に と宗教はしばしば差別的であり，基本的人権は冒涜されていた。 ③:資料
位置づける。これは， このアクテビティでは，生徒はこの単元で読んだ資料を読み返し， You Say You
出来事の前後関係を 諸権利について焦点化し，これらの権利に関連づけられる抵抗の Want a Revolution:
理解し，生徒が社会 時代についてより深くこのテーマについて考える。 Change on Both
的・政治的動きの進 グループまたは個人のそれそれは二つの資料を読み，人間の植 Sides of the
歩がどのようであっ 民地化への抵抗や人権のための戦いの事例を少なくとも六つ見つ Atlantic
たか，そしてどのよ け出す。資料の中のできごとのいくつかは，生徒はオンラインで ⑥:資料
うな問題が生じたか 年表作成のための作業をしなければならないかもしれない。加え Imperialism and
を理解するのに役立 て，それぞれの出来事は次のような情報を含むべきである。 Resistance Shape






































































































































R. W. Smail）は 1961年に「近代東南アジア史の自律史の可能性について」を発表し，ヨ
ーロッパ中心主義を脱却し，自律的東南アジア史への転換の重要性を提起した。また，H.J.








































































































































































発 問 教授･学習活動 資 料 期待される生徒の認識 指導上の留意点
・最近のＡＳＥＡＮ諸国には，どのような動き T:課題を提示する 年鑑･新聞･雑誌･ｲﾝﾀ ・(Ⅰ)ASEANは,1997年のﾗｵｽやﾐｬﾝﾏーの加入で東南ｱｼﾞｱ全体を包含しつ ・生徒にパソコ
導 があるか。 P:家庭や図書館で調べて ｰﾈｯﾄ検索等で調べてく つあることや,自由貿易圏(AFTA)を創設して域内の経済統合をめざしていることなど, ンで新聞記事




・【(Ⅰ)について】 ＡＳＥＡＮは,本当に一つのまと T:発問し,作業を指示 教科書･資料集等参考 ・極めて多様な言語・宗教・民族が混在する地域 い。
まりのある共同体になることができるだろう P:作業として一覧表を作 ﾜｰｸｼｰﾄ準備 で，一つにまとまることが本当にできるのか疑 ・その他の課題
か。各国の言語，宗教，民族を一覧表にまと て,考える わしい。難しいのではないか。 もあれば，と
めてみよう。 りあげて考察
・【(Ⅱ)について】 なぜ，ミャンマーやインドネシ T:発問し,資料提示 ①NewsWeekの記事より ・どうやら，権力者と一般民衆，首都と地方の格 の対象にす














Ａ ・マラッカの港の市場で見られるそれぞれの産 T:発問する ③ﾏﾗｯｶに集散する産品･ ・マラッカの港には，東南アジア全域で生産され
物から，どこのどのような産品がもたらされ P:白地図で作業をし，ま 産地一覧(生田滋ほか著 た香辛料や香料などの熱帯産品や穀物が集積し
ていたか整理せよ。 とめる 『世界の歴史13』中央公 ていた。また，中国や琉球，インドとの交易も
論社1998などから作成) おこなわれたことがわかる。
・東南アジア内の産品はどのような経路でマラ T:発問する ④東南ｱｼﾞｱ交易図 ・東南アジア内の各産品は,生産地からの産品を














・マラッカ王がスルタンの称号を持っていたの T:発問し,資料提示 ⑤マラッカ王国のイスラ ・イスラムは，14世紀までスマトラ島の西海岸で





















・マラッカ王国がポルトガルに占領された後， T:発問し,資料提示 ⑦複数のマラッカ（桜井 ・ポルトガルの支配に反発する各地の港町は，マ




・新しいネットワーク関係が容易に構築された T:発問する ⑧独立性の強い社会単位 ・港町はそれぞれ独立性が高く，分節的な関係に
ことから，東南アジアの港町にはどのような P:考える (矢野暢『東南ｱｼﾞｱ 世界 あったので，新しいヒエラルヒー関係に基づい









・東南アジアでは，なぜ海岸や川岸に人が集ま T:発問し，資料提示 ⑩高床式家屋写真や，東 ・東南アジアの内陸部は熱帯性のジャングルが多
るのか。 P:答える 南ｱｼﾞｱ気候図 く，高温多湿で不快である。また，風土病や伝
染病も多い。そのため，海岸や川岸に人が集ま
った。






・東南アジアの港町は，なぜ独立性が強い港市 T:発問し，資料提示 ⑬孤立する都市(桃木, ・前植民地期の東南アジアは人口過少地域で，人









◎前植民地期の東南アジアで繁栄した王朝10)に T:発問する 図書館･教科書･資料集等で調べさせ,発表させる。基本的には，パートＡでマラッカ王国の構造を説明するために使用した資 ・生徒が調べや
- 109 -
パ 共通する構造は何か。 P:課題意識を持つ 料と類似した，集積した産品・産地，交易ルート図，航海技術，出土物，宗教的要素を調べさせる。 すいよう，適
｜ 切な調べ方を
ト ○１～６世紀にオケオを中心港市とした扶南王 T:発問する 指示する。
Ｂ 国が繁栄したのはなぜか。 P:調べる 国 家 扶南王国 ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王国 アユタヤ王国 ・扶南，シュリ
ーヴィジャ
○７～９世紀にパレンバンを中心港市としたシ T:発問する 中心港市 オケオ パレンバン アユタヤ ヤ，アユタヤ
ュリーヴィジャヤ王国が繁栄したのはなぜか P:調べる をすべて調べ
他文明(東西文明)世界 ローマ帝国と イスラム帝国 明清帝国 ても良いし，
○14世紀のアユタヤを中心港市としたアユタヤ T:発問する との交易 秦漢帝国 と隋唐帝国 分担してそれ
王国が繁栄したのはなぜか。 P:調べる ぞれグループ
紐帯ｲﾃﾞｵﾛｷﾞｰ ヒンドゥー教 大乗仏教 上座仏教 ごとに調べて
も良い。
ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾘｱ オケオ周辺 東南アジア 東南ｱｼﾞｱ半島部河畔水域 ・パートＡで探
海域 島嶼部海域 および半島周辺海域 求した理論を
使用して説明








◎オーストラリアの歴史家Ａ･リードは，ヨー T:発問する ⑭リードの「交易の時 (植民地ができると東南ｱｼﾞｱ内部の経済活動は衰えるのではないだろうか,植民地ができると
パ ロッパ諸国が東南アジアに植民地を築きなが P:課題意識をもつ 代」に関する主張（Reid, 東南ｱｼﾞｱの富がﾖｰﾛｯﾊﾟに吸収されてしまうのではないだろうか,などの意見があがるで
｜ ら進出してきた大航海時代を，東南アジアの Southeast Asia in the Age of あろう｡)





・ヨーロッパ諸国は何を求めて東南アジアに来 T:発問する 教科書･資料集等参考 ・それまで，イスラム商人経由だったため，高価
たのか。 P:答える だった香料や香辛料といった熱帯産品を直接入
手することを求めて，東南アジアに来た。














・当時のマラッカやマニラやバタヴィアの人口 T:発問し，資料提示 ⑮港市の人口 ・17世紀初頭にアユタヤやマタラムは20万人程











・日本人や中国人は何を求めて東南アジアに来 T:発問し，資料提示 教科書･資料集等参考 ・日本は朱印船貿易等を通じて，生糸や絹織物，
たのか。 P:答える ⑯朱印船の渡航先表 および香料・鹿皮・鮫皮・蘇芳などの亜熱帯産
(Reid,op.cit.. から作成) 品を入手していた。中国も亜熱帯及び熱帯産品
を入手していた。
・日本人や中国人は，東南アジアのどこを拠点 T:発問し，資料提示 教科書･資料集等参考 ・日本人・中国人および西欧人等は，港市の周辺





○ヨーロッパ人や日本人・中国人との通商を通 T:発問し，資料提示 ⑲東南ｱｼﾞｱへの銀の ・熱帯・亜熱帯産品の対価として，銀が大量に流
じて，東南アジアにはどのような変化が生じ P:答える 流入表(Reid,op.cit..) 入するようになると，銀は東南アジアの国際通
たか。 ⑳東南ｱｼﾞｱにおける 貨となり，域内の交易活動はますます活発化 ・パートＡとパ
銀の国際通貨化 し，経済的な大繁栄期を迎えた。 ートＢで探求
◎以上のことから，Ａ･リードの主張する東南 T:発問する (Reid,op.cit.. ) ◎「交易の時代」の東南アジアは，港市ネットワ した理論を使




終 ら，現在の東南アジアの抱える諸課題はどの P:考える ートＢで探求
ように見えてくるか。 した理論もと
○ＡＳＥＡＮのもとに，東南アジアは本当に一 T:発問する ・わからない。現在のＡＳＥＡＮによる地域統合 に考察できる
結 つにまとまることができるか。 P:考える の在り方は，欧米流の国民国家の発想でおこな ように指導す



















☆東南アジアの諸課題をさらに深く考えるため T:発問する より作成) が原因の一つではないか。



























































































































～ Reid, Southeast Asia in the Age of Commerce,1450-1680,Volume twe, p.4》
The adjective is in fact more useful there were more or less capitalist actors (notably in the long-distance trade), capitalist institutions, and
capitalist methods in Southeast Asia as in Europe and elsewhere, interacting with a variety of other forms of dealing and producing. Viewed in










都市は，17 世紀中頃に約 15 万から 20 万の人口に達したタ
ンロン，アユタヤ，マタラムであったことが明らかになる。
アチェ，マカッサル，バンテン，コーチシナの首都キムロ
ンなども，17 世紀中頃のピーク時には 10 万近くを数え，そ
れに次ぐ規模であったろう。（中略）ヨーロッパの領地であ
ったバタヴィアは 1670 年のピーク時には，13 万の人口があ 《⑲東南アジアへの銀の流入
った。マニラは繁栄の頂点だった 1630 年に 4 万の人口があ ～ Reid, op-cit., p.27》
った。マラッカは 1641 年以来ポルトガル領だった頃には 1
万 2 千人の市民がいたが，その後オランダ領になってから
はたった 5千人になった。























































































































































































































発 問 教授･学習活動 資 料 期待される生徒の認識 指導上の留意点
・最近の中央ユーラシアでは，どのような動き T:家庭や図書館での課題 年鑑･新聞･雑誌･ｲﾝﾀ ・(Ⅰ)キルギスで，日本人が拉致された。 ･生徒にﾊﾟｿｺﾝで新聞記事
があるだろうか。 を提示する ｰﾈｯﾄ検索等で調べてく ・(Ⅱ)モンゴルでは，ストリートチルドレンが激 の検索をさせ,新聞記事の一覧
P:家庭や図書館で調べて るように示唆 増中。 等を作成するのもよい｡
導 発表する ･その他の課題もあれば,とり
・【(Ⅰ)について】事件の背景にはどのような問題が T:発問し,資料提示 ①ソ連の中の中央アジア ・中央ｱｼﾞｱのﾄﾙｷｽﾀﾝと呼ばれる地域は,ｿ連邦の支配の下,五つの自治共和国に分離 あげて考察の対象にする｡




・【(Ⅱ)について】事件の背景にはどのような問題が T:発問し,資料提示 ②NHK｢ﾏﾝﾎｰﾙﾁﾙﾄﾞﾚﾝ･混迷 ・社会主義時代の牧畜のｿ連邦に倣った牧畜経営の全面的集団化政策の失敗で,昔ながらの遊牧








◎13世紀にユーラシアでモンゴルが強大化し， T:資料を提示し発問する 教科書･資料集等を利用 （・モンゴル帝国の版図の広大さと





・クビライ政権の財政的基盤はどこにあったか T:発問し,資料提示 ⑥ｸﾋﾞﾗｲの経済政策(杉山 ・中央政府の財源における歳入の10～15％は「商










・クビライが日本やジャワを攻撃したのはなぜ T:発問し,資料提示 ⑧蒙古皇帝国書の解釈 ・クビライはユーラシアに広がる海上交易の覇権










・以上のことから，なぜ，モンゴル帝国時代に T:発問し，資料提示 ⑬元の水陸交通網(杉山 ⓐモンゴル帝国は経済と流通を積極的にコントロ










・モンゴル部族はどのようにして勢力を拡大し T:発問し,資料提示 ⑮ウルスとブルガ(杉山 ・モンゴルとはモンゴル部族を中心として形成さ



























・モンゴルは周辺巨大定着農耕文明圏とどのよ T:発問し,資料提示 ⑰ﾓﾝゴﾙの支配 (杉山 ・モンゴルは良くも悪くも在地支配には関心が薄












・以上のことから，なぜ，モンゴルの勢力が急 T:発問する ⓑモンゴル帝国は，モンゴル部族を中心とした遊 ・従来の｢ﾓﾝｺﾞﾙ人第一主






・中央ユーラシアの自然条件はどのようなもの T:発問し,資料提示 ⑱中央ﾕｰﾗｼｱの地形 ・中央ユーラシアは，程度の差はあれ，広く乾燥
























・騎馬の発明は遊牧民の生活をどのように変え T:発問し,資料提示 ㉓騎馬の発明 (岩村， れており，支持を得ている。










遊牧民 希薄 合議で決定が原則 血縁的社会，信義・契約の重視












ⓓＢＣ２～３世紀に隆盛した匈奴国家は，どの T:資料提示し,発問 教科書･資料集等を利用 について,ﾊﾟｰﾄAの｢ﾓﾝ
パ ような構造と機能を有したか。 P:問題を把握する (㉕匈奴の最大版図など) ｺﾞﾙ帝国｣をﾓﾃﾞﾙとして
・匈奴の国家構造はどのようなものか。 T:発問する ㉖匈奴国家のシステム ・匈奴は，モンゴル高原とその周辺にたくさんあ 実施する｡
P:考える，資料を探す， (杉山「中央ユーラシ ア った諸遊牧部族の一つであった。BC210年に冒 ･これらの事例は資料を生徒に








・匈奴はオアシス定住民とどのような関係にあ T:発問する ㉗匈奴とﾀﾘﾑ盆地のｵ ・天山山脈以南のタリム盆地に26カ国あったと伝 る意味で中国との関わりの深い
ったか。 P:考える，資料を探す， ｱｼｽ国家(杉山『遊牧 えられるオアシス都市を支配し，服従と平和の ものを選択したが，もちろんス
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・突厥はオアシス定住民とどのような関係にあ T:発問する ㉛突厥とソグド商人(杉 ・突厥は勢力圏にあるオアシス都市に，服従と平












・突厥は巨大定着農耕圏とどのような関係にあ T:発問する ㉜突厥と唐（同上書） ・618年に李淵・李世民の父子が唐を建国する際




























・契丹はオアシス定住民とどのような関係にあ T:発問する ㉞ ・契丹はオアシス定住民として商業活動を行って
ったか。 P:考える，資料を探す， いたウイグル商人と結びつき，交易を活発化さ
まとめる，発表する せ，繁栄した。








・10世紀に隆盛した契丹国家（遼）が，どのよ T:発問する ⓕ契丹国家には，遊牧部族連合体国家のオアシス 逆にして匈奴王国，突厥王国，


















































































































































































































































































































































































































































































































発 問 教授･学習活動 資 料 期待される生徒の認識 指導上の留意点
・資料を読んでどのように思うか？ T:資料提示，発問 ①NewsWeekの記事より(1992.6. ・いつ殺されるかわからない生活をしている。 ・生徒になるべ







代 ・何が彼らをこのような状態にしているのだろ T:資料提示する ②ガルトゥングの暴力の定義 ・ガルトゥングは，「潜在的可能性と現実との間





・彼は，直接的には「誰に」「どのように」し T:発問する ① ・「誰が」…商店組合の雇った自警団の殺し屋
て殺されたのか？ P:答える 「どのように」…昼下りに銃で撃ち殺された










・なぜ，ウェリントン=バルボサたちストリー T:発問する ① ・飢えをしのぎ，生きて行くためにはしかたなか
トチルドレンは犯罪を重ねたのか？ T:答える った。
・なぜ彼らはそこまで追いつめられたのか？ T:発問する ① ・職もなく，住処もないストリートチルドレンの
P:答える 状況に対して，ブラジル政府は社会福祉政策を
とらなかった。
・ブラジルの社会福祉政策の実態はどのような T:発問する ① ・栄養不良や衛生状態の悪さや医療システムの不
ものか？ P:答える 備が原因で15000人の０歳児が死亡し，栄養不
良の子どもは200万人もいる。(1991年)









・なぜ，ブラジル政府は社会福祉政策を十分に T:発問し，資料提示 ③累積債務危機（伊藤千尋, ・ブラジル政府は，1987年に対外債務の支払いが




・なぜ，そのような多額の累積債務を抱えたの T:発問し，資料提示 ④累積債務（『臨時増刊，世 ・アメリカや欧州・日本といった先進国が，ブラ
















・次に示す事件を調べて類型にあてはめてみよ T:課題提示 ○各事件に関する資料を参考に 際型」の４つの型に類型化できる。
う。（次時まで） 提示 ・《“暴力”類型化ワークシート》提示
ｱ)モーリタニア等の奴隷制の問題 主 体 次時までに生徒
ｲ)湾岸戦争 行 為 はア～キの事件
ｳ)アメリカ合衆国のホームレス問題 直 接 的 構 造 的 について調べ，
ｴ)フィリピン・マニラのスラム拡大 類型に従って分
ｵ)天安門事件 国











パ 型」と考えられる事件について，報告して下 P:要点を報告 「イスラエルのパレスチナ人弾圧」などが「直
｜ さい。 接的国内型」の人権侵害である→〔内容報告〕
ト ・「モーリタニア等の奴隷制」では，具体的に T:発問する ・“奴隷的拘束および苦役からの自由”といっ





一 ・「イスラエルのパレスチナ人弾圧」では，具 T:発問する ・「精神の自由」「身体の自由」のみならず「経
世 体的にどのような“暴力”が行使されている P:答える 済活動の自由」を侵す“暴力”である。
代 か？
の ○「直接的国内型」暴力は，どのような人権を T:発問する ○「直接的国内型」暴力に対しては，国家権力等





ようなものがあり，またそれに対してどのよ P:事例をあげる 教科書・資料集 して選択させる〕
うな対応をしたか？
・ルイ14世の“重商主義”は，国民に対してど T:発問する 教科書・資料集 ・一部の商人に特権を与えることで，他の市民に
のような影響力をもったか？ P:答える 不利益を与えていたので「経済活動の自由」を
侵害するものであった。
・ルイ14世の“ナントの勅令”廃止は，国民に T:発問する 教科書・資料集 ・“信教の自由”の侵害であり，「精神の自由」
対してどのよのうな影響力をもったか？ P:答える を侵すものであった。
・ルイ14世の“法によらぬ逮捕”は，国民に対 T:発問する 教科書・資料集 ・“逮捕および拷問等”による「身体の自由」の
してどのような影響力をもったか？ P:答える 侵害であった。
・このような暴力に対し，フランス国民はいか T:発問する 教科書・資料集 ・1789年にブルボン朝の圧制に対して“フランス
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なる抵抗をしたか？ P:答える 革命”が起こった。
・フランスの他では，このような暴力に対し， T:発問する 教科書・資料集 〔他の革命等の歴史的事例をあげさせ，説明させ
いかなる抵抗をしたか？ P:事例をあげ答える る〕
◎革命の結果，国民は“直接的暴力”に対して T:発問する フランス人権宣言（教科書・資料 ◎国民は，「直接的国内型」暴力の排除のために
どのような要求を実現したか？ P:答える 集） 自由権を要求し，それが実現した。
・課題として示した事件のうち「Ⅱ構造的国内 T:発問する ・「アメリカ合衆国のホームレス問題」などが，
パ 型」と考えられる事件について，報告して下 P:要点を報告 「構造的国内型」の人権侵害である。
｜ さい。 →〔内容説明〕
ト ・「アメリカ合衆国のホームレス問題」では， T:発問する ・「アメリカ合衆国のホームレス問題」は，国家






世 ○「構造的国内型」暴力はどのような人権を侵 T:発問する ○「構造的国内型」暴力に対しては，人間たるに
代 すのか？ P:答える 値する生存を確保し，幸福な生活を求める問題
の になるので，「社会権」の問題である。
人
権 ◎構造的国内型暴力に対抗する為の「社会権」 T:発問する 〔この授業モデルでは19世紀のフランス社会を事
）
は，歴史的には，どのようにして要求される P:事例をあげる 教科書・資料集 例として選択させる〕
ようになったのか？
・フランス革命後のフランスではどのような社 T:発問する ⑤平均年齢の変化（杉原泰雄 ・革命後，フランス人の平均寿命が急に短くなっ
会問題が発生したか？ P:答える 『人権の歴史』1992,p.102） た。
・革命後，フランス人の平均寿命はなぜ急に短 T:発問する ⑥労働状態資料（杉原，pp.99- ・女性や子供を含んだ工場労働者層は，「低賃金
くなったか？ P:答える 104） 長時間労働」と「非衛生的な状態での労働」の
ために生命を脅かされていたからである。







・なぜ，政府はこの現状を放置したのか？ T:発問する ⑦ ・当時，政府は自由を保障するために，「夜警」
P:答える の役割に徹することを求められていた。「自由
放任」の体制にあったからである。
・このような暴力に対し，労働者はいかなる抵 T:発問する ⑨仏労働運動略年表 ・問題状況の脱出の論理として，社会主義が生ま
抗をしたか？ P:答える （杉原，pp.107-111） れた。そして，その指導者のもとで労働運動が
活発化した。
・どのようにして，労働者の要求は受け入れら T:発問する ⑩ﾙｲ･ﾅﾎﾟﾚｵﾝの政策(井上幸治 ・労働運動は単に弾圧するだけではおさえきれな
れるようになったのか？ P:答える 『世界各国史２ フランス くなり，資本家は労働者を体制化することをめ
史』1968,pp.389-427. をも ざすようになった。そしてその為の財源を対外
とに作成) 進出・植民地政策強化に求めた。





パ 型」として考えられる事件について，報告し P:要点を報告 害である。→〔内容説明〕
｜ て下さい。
ト ・「湾岸戦争」では，具体的にどのような“暴 T:発問する ・「湾岸戦争」は，イラクがクェート国民に対し






家 ○「直接的国際型」暴力は，どのような人権を T:発問する ○「直接的国際型」暴力は，他国からの違法・不




◎直接的国際型暴力に対抗するために，なぜ国 T:発問する 教科書・資料集 〔直接的国際型暴力は，歴史上頻繁にみられるも 図書室での授業





なされたか？ P:調べて発表 図書室 内的には徹底したユダヤ人殲滅政策および国内
の言論統制等が行われた。
・ナチスドイツの人権侵害に対して他国はどの T:資料提示し，発問 ⑪ゲッペルス発言（斎藤恵彦 ・あくまで国内問題と主張したので，国際的な関





害がなされたか？ P:調べて発表 図書室 と，対内的には徹底した反対者の大量な投獄処
刑が行われた。
・スターリンの人権侵害に対して他国はどのよ T:資料提示し，発問 ・社会主義建設の名目もあり，また，国内問題と
うに関与したか？ P:答える 図書室 判断されたので国際的な関与はなされなかっ
た。
・日本の軍国主義によってどのような人権侵害 T:発問する ⑬リットン調査団（東京法令出 ・対外的にはアジア諸国への侵略行為に伴う人権


















・1941年（大戦中）に公表されたＦ.ルーズヴ T:発問する ⑮４つの自由宣言（東京法令出 してのみとらえるのではなく，その保障が国際
ェルトの「４つの自由宣言」は，いかなる特 P:答える 版,前掲書, pp.430-431） 的問題であることを示している。
徴があるか？
・1944年に開催されたダンバートンオークス会 T:説明し，:発問 ・個人の権利や自由を保護することは，あくまで




・1945年のサンフランシスコ会議において可決 T:説明し，:発問 ⑰国際連合憲章（教科書・資料 ・ナチスの残虐行為が次々と発覚したことと同時




・「国際連合憲章」に基づく「世界人権宣言」 T:説明し，発問 ⑲世界人権宣言（教科書・資料 ・人権侵害に対する国際的対応が明確化された。












・人権規約以後，国連で提案された人権条約に T:発問する ㉑国連人権諸条約一覧表（田畑 ・各種人権条約→〔資料で確認〕






パ 型」と考えられる事件について，報告して下 P:答える 大」などが「構造的国際型」の人権侵害であ
｜ さい。 る。→〔内容報告〕
ト ・「アフリカの飢餓」では，具体的にどのよう T:発問する ・人間の尊厳にふさわしい生活を侵す暴力であ




第 ○「構造的国際型」暴力は，どのような人権を T:発問する ㉒発展開発権（Department of ○「構造的国際型」暴力は，国際社会の仕組み
三 侵すのか？ P:答える Public Information United が，人間たるに値する生存を侵し，幸福な生活 Department of Public Information
世 Nations Yearbook of the United を求めることを阻害するので，「社会権」的人 United NationsYearbook of the
代 Nations 1986 vol.40,pp.717-72 権の問題である。 United Nations 1986 vol.40 につ
の ・人間たるに値する生存を侵された途上国の人 T:発問する 1） ・国連を通じて，地球上のすべての人が人間の尊 いては，適当な邦訳がないた







（南北問題における暴力的構造とはどのような P:答える ☆ﾜｰｸｼｰﾄＢ利用 〔ﾜｰｸｼｰﾄを利用して，南北問題構造図を作成〕
ものか？）
・先進国の政府開発援助（ＯＤＡ）は，どのよ T:発問する ㉓援助の実態（鷲見一夫『ＯＤ ・多くは，先進国の製品購入や工場導入に使用さ
うに使用されているか？ P:答える Ａ援助の現実』1989,pp.2-20 れるか，または途上国の政府等で不明瞭にな
を整理） り，着服等される。




















・途上国の特権的階層が途上国の大衆とどうい T:発問する ☆ワークシートＢ ・途上国の特権的階層が途上国の大衆からの利益
う利害関係にあることが，先進国の特権的階 P:答える を増加させることが，先進国の特権的階層の利
層の利益の増加になるか？ 益になる。

























・途上国の要請を背景にした「新国際経済秩 T:資料提示 ㉒ ・従来国内法として認められてきた「社会権」的






こ ・国連総会における各国の賛否とその理由につ T:資料提示 ㉔「発展開発権に関する国連総 ・第３世界を中心として，大多数の国は賛成した
れ いてまとめてみよう。 P:答える 会議事録（抄訳）」～ Yearb が，先進国は冷淡な対応。アメリカは反対し，
か ook of the United Nations 日本やヨーロッパの多くの国は棄権した。
ら 1986 vol.40
の ・なぜ，アメリカを初めとした先進国は冷淡な T:発問する ☆ワークシートＢ ・反対の理由として，その具体性のなさが指摘さ
人 のだろう？ P:答える れるが，南北問題の構造を考えると，「発展開











・途上国はどのような援助を主張しているの T:資料提示 ㉕新国際経済秩序（宮崎犀一編 ・1974年に，「新国際経済秩序（ＮＩＥＯ）」が




































・識者はどのような意見を持つか？ T:調べる ㉖有識者の意見（「新国際経済 →識者の意見でも，同様の論理の対立がある。
秩序ＶＳ自由貿易主義」土屋
六郎他『世界経済の知識』19
○途上国の「発展開発権」を守るために，他に T:発問する 83,pp.87-90） 〔クラスを“先進国の中心部”“先進国の周辺













《㉒「発展開発権（抄訳）」 ～ Yearbook of the United Nations 1986 vol.40》
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《㉔「発展開発権に関する国連総会議事録（抄訳）」
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